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研究成果の概要（和文）：視覚障害者の歩行時に列車通過音や大型トラックの騒音等、突発的な

騒音が発生した場合、方向が分からなくなるような錯誤が発生することがある。特に、鉄道駅

プラットホームの空間で発生した場合、死亡事故に繋がるケースもある。本研究では、新幹線

ホームで列車通過時の騒音を録音し、実験空間内でその音源を基にして聴感歩行実験を行った

ところ、聴覚錯誤が発生していることが確認できた。その他、特に残響時間の長い空間内での

聴感実験では聴覚錯誤が起きることが確認できている。今回の実験では、それがどのようなメ

カニズムで発生しているのか、詳細な内容までは突き詰められなかったが、突発的な騒音が発

生した場合に錯誤が起きることは明らかとなった。 

 
研究成果の概要（英文）：Individuals with visual impairment may become disoriented when 

exposed to a sudden noise, such as the sound of a passing train or a truck, while walking. In 

particular, exposure to such sounds while walking on a station platform may lead to a fatal 

accident. In the present study, we recorded the sound of a passing train on a Shinkansen 

platform and performed an auditory walking test by playing the sound inside an 

experiment space. The results confirmed the occurrence of paracusis, particularly in spaces 

with a long reverberation time. Although the specific mechanism of these findings could not 

be determined herein, the present findings indicate that paracusis may be caused by a 

sudden noise. 
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１．研究開始当初の背景 

 視覚障害者にとって聴覚情報がいかに重
要であるかは言うまでもなく、正確な聴覚情
報入手が阻害された場合には、死亡事故など
の大きな事故にも直結する。既往研究では、
視覚障害者の鉄道駅プラットホームからの

転落事故については、転落原因を偏軌傾向
（非視覚歩行で無意識に方向が偏軌するこ
と）としているが、列車通過時には、瞬間的
にではあるが凄まじい騒音が発生し、これが
視覚障害者の方向感を錯誤させた可能性が
十分に考えられた。大きな騒音が方向感をな
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くさせることは、筆者らが以前行った視覚障
害者へのヒアリング調査でも聴取されてい
る。このように、単に偏軌傾向や不注意とい
うことで済まされている事故に、聴覚による
錯誤が原因のものが多く含まれているので
はないかという疑念が本研究の端緒である。
他にも、入線してきた上りと下りの列車を間
違い線路に転落した事例や、改札からの音の
方向を間違ってホームから転落した事例な
ど、聴覚による錯誤が原因と考えられる事故
は多数挙げられる。しかし、これらの聴覚錯
誤による事故の発生に関する研究は全く行
われておらず、当然のことながら状況の改善
はなされていなかった。これまで聴覚研究の
分野において、聴覚による音像定位（方向定
位、距離定位など）の研究は盛んに行われて
きたが、錯誤のメカニズムについての研究は
殆ど行われていない。 

 

２．研究の目的 

(1)聴覚錯誤の分類 
 聴覚に関連する錯誤の種類を分類すると、
方向の錯誤、状況の錯誤、距離の錯誤、移動
体の錯誤などがあり、これらの錯誤のメカニ
ズムに関する主な要因としては、空間条件、
音場、騒音などがあり、その他に生理的な要
因として、聴覚能力、体調、注意力などが挙
げられる。どのような状況、どのような条件
で聴覚錯誤が生じるかを明らかにすること
は、視覚障害者の安全歩行にとって極めて重
要であり、これらが明確になれば、より効果
的な安全対策が可能となる。 
 
(2)聴覚錯誤のメカニズム 
 駅プラットホームからの転落事故のみな
らず、視覚障害者の歩行全般を対象として、
聴覚錯誤による事故発生の要因を明らかに
し、その防止策を考えることが本研究の目的
である。 
 

３．研究の方法 

(1)視覚障害者の歩行事故に関する基礎調査 
 研究の初段階として、まず過去の事故事例
を詳細に調査し、その上で転落事故が発生し
た鉄道駅ホームをはじめとして、騒音が大き
い屋内外の空間について音場測定調査を実
施し、その影響を実験により確認する。 
 
(2)鉄道駅ホームにおける音響測定調査 
 実際の鉄道駅ホームにおいて、下記の点を
考慮しながら音響測定調査を行なう。現場に
おいてダミーヘッドマイクロホンを移動し
ながら音響測定を行い、視覚障害者が歩行し
ている状況を再現して、データレコーダーに
収録する。また、同時に精密騒音計も使用し
て騒音測定を行う。 
 

(3)聴感歩行実験 
 ダミーヘッドマイクロホンにより収録し
た音場データに関する視覚障害者の歩行聴
感実験を行い、各種音環境下における歩行特
性を調査する。具体的には、実験空間におい
て、プラットホームの柱や障害物を簡易模型
で再現し、データレコーダーに収録されてい
る音場データをヘッドホンで聴きながら歩
行してもらう。 
 
(4)聴覚錯誤のメカニズムの解明 
 音響測定の結果や聴感歩行実験の結果を
もとにして、聴覚錯誤に関するメカニズムの
解明を行う。今回の研究では、駅ホームにお
ける音響測定や、それに伴う歩行実験の内容
について報告する。 
 
４．研究成果 
(1)鉄道駅ホーム転落事故の現状 
 以前、筆者らが過去に実施した視覚障害者
の歩行事故に関する全国的な調査でも、駅ホ
ームからの転落事故が明らかとなっていた。
この調査は、全国各地の社会福祉法人日本盲
人会連合加盟団体を通じて、日頃から単独歩
行を行っている全盲の方を対象として、点字
のアンケート調査を再度分析した結果、回答
者 161名のうち、鉄道駅ホームからの転落事
故は 18件発生していた。 
 本研究を進めている間にも、毎年のように
転落事故が発生していた。都内の鉄道駅にお
いて視覚障害者がホームから転落し、入線し
てきた列車にはねられて亡くなるという痛
ましい事故が発生し、社会問題としてクロー
ズアップされたことは記憶に新しい。このよ
うに、現在でも視覚障害者が駅ホームから転
落し、入線してきた列車にはねられて死亡す
る事故が後を絶たない。 
 
(2)鉄道駅ホームにおける音響測定調査 
①測定の概要 
 突発的な騒音発生時の極端な例として実
施したが、新幹線駅ホームにおいて測定した
結果について述べる。写真-1 に今回の実験に
使用した音響測定システムに関する測定状
況を示すが、視覚障害者が鉄道駅ホームを歩
行していることを想定した実測調査である
ため、ダミーヘッドマイクロホン（以下、ダ
ミーヘッド）を歩行速度と同様に移動して測
定した。そのため、移動体は移動の際に車輪
の音などが発生しないことや、ダミーヘッド
本体と測定機材を登載できることが条件と
なる。そこで、実験では車いすを利用した。
測定に必要な装置の電源などは、ポータブル
バッテリーを使用して確保した。今回、利用
した測定システムは、ダミーヘッドの耳まで
の高さが約 150cmであった。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②鉄道駅ホーム空間の残響時間 
 測定調査した駅ホームの構造は全面が屋
根と壁で覆われている空間であり、ホーム中
央付近で測定を実施した結果、表-1に示すよ
うに、今回測定した駅ホームの残響時間は 3
秒を超えていた。状況によっては、アナウン
スなどの音が空間内で反響して聞き取りに
くくなる可能性もある。 
 
 

位置 残響時間(500Hz) 

ホーム中央部 3.36秒 

ホーム端部 3.29秒 

 
 
③駅ホームでの測定内容 
 測定の状況について、写真-2に示すが、測
定場所はホーム上で、新幹線の車体からの距
離は約 2m 程度のところである。ホームドア
からは 60cm程度のところで測定を実施した。
測定内容は、駅ホームの暗騒音、アナウンス
放送時、新幹線通過時である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④列車通過時の音圧レベルについて 
 今回は 2つのタイプの車両の通過音を測定
したが、営業運転型車両通過時の最大音圧は
107.8dB であり、試験型車両通過時の最大音
圧は 103.1dBであった。 
 

(3)聴感歩行実験 
 列車通過時の音場データを再生して、晴眼
者を対象に聴感歩行実験を行った。 
①被験者 
 被験者は 20代前半の計 11 名である。全員
が晴眼者であるが、聴力については特に問題
がないことを確認している。 
②実験方法・内容 
 実験は、学内の平坦なホールで実施した。
実験の様子を写真-3 に示すが、実験方法は
30cm×30cm のメッシュを作成したシートの
上において、スタート地点からゴール地点ま
での 15m 間を被験者に歩行する形とした。被
験者にはアイマスクとワイヤレスヘッドホ
ンを着用してもらい、アイマスクを着用する
前にゴール地点を示し、真っ直ぐに歩行する
ようにのみ指示を与えている。駅のホームで
歩行することを想定しているということは
明かしたが、事前に列車通過音などが流れる
ことなどは明かしていない。歩行実験は、暗
騒音時と列車通過音聴感時の数パターンに
ついて実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③歩行実験結果 
 歩行実験の結果、暗騒音歩行時には偏軌傾
向がほとんどの被験者が左であるのに対し
て、図-1に示すように、列車通過音聴感後は
歩行軌跡が様々変化していた。（図の△は列
車通過音が発生した位置を表している。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4)移動音源の判定に関する聴感実験 
①実験の概要 
 非視覚時の音源位置の判定について、その
誤差を計り、聴覚錯誤発生のメカニズム確認
ために実験を進めた。今回は予備的な実験で
はあるが、この実験を進めるにあたり、今回

表－1 駅ホーム残響時間 

写真-1 今回利用した音響測定システム 

 

 

写真-2 駅ホームにおける測定状況 図-1 被験者の歩行軌跡（列車通過音聴感時） 

 

 

写真－3 聴感歩行実験の状況と歩行軌跡の目印 



考案した音響システムを以下に示す。デジタ
ルミキサーを利用して、音源の発生するチャ
ンネルから別のチャンネルへデジタル技術
を利用し音源移動をさせて、スムーズに音源
移動ができるシステムを構築した。8 個のス
ピーカーをデジタルミキサーに接続して 8個
のスピーカーからランダムに音を発生させ
ることができるようにした。音源の移動に関
しては、今回のシステムでは自動制御までに
は至らないので、チャンネルを変更する作業
は手動で実施した。ランダムに音源を移動さ
せたが、事前にどのチャンネルから音を発生
させるかを確認した上で操作を行った。アン
プはスピーカーに内蔵されているものを使
用し、音源はデジタルミキサーに接続して実
験を行った。 
 
②被験者 
 被験者は 20代前半の計 11 名である。全員
が晴眼者であるが、聴力については特に問題
がないことを確認している。 
 
③実験の方法・内容 
 実験場所は学内の平坦な室である。室容積
が大きく、音響的には残響時間が長く、聴覚
錯誤が発生する可能性が高い空間である。図
-2 に示すように被験者の周りにスピーカー
を 8個設置して実験を行った。被験者とスピ
ーカーとの距離は 3m である。スピーカーの
高さは被験者が座位姿勢で実験しているこ
とから、150cm とした。被験者にはアイマス
クを着用してもらい、アイマスクを着用する
前にどこから音が聞こえてきたか、聞こえる
方向を手で指示するように伝えた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④聴感実験の結果 
 実験の結果、被験者 2名に実際に発生した
音源とは 180°反対方向から聞こえてきたと
指示された事象が確認できた。その他にも、
予備実験段階で被験者から実際の音源とは
ほぼ反対側の方向から音が発生していると

判断したケースがみられた。被験者によって
は、ほぼ正確な発生源を特定できたケースも
あったが、実験後に感想などを聞いたところ、
音源発生直後はどこから音が発生している
か特定できなかったという意見が多数あり、
突発的な騒音が発生した場合には更に聴覚
錯誤が発生する可能性が高いことが伺えた。 
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図－2 聴感実験系統図 
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